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第10号

（
六
面
に
続
く
）

今
日
の
紙
面

今
日
の
紙
面

今
日
の
紙
面

今
日
の
紙
面

今
日
の
紙
面

二
面（
オ
ー
ラ
面
）

松
本
と
話
そ
う
。
ピ
ン
、
ポ
ン
、
パ
ン

ダ
ジ
ャ
レ
イ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

三
面（
芸
術
面
？
）

レ
イ
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

詩
。
二
編
。

四
面（
ア
メ
リ
カ
ン
レ
ポ
ー
ト
）

ヤ
ン
ヒ
ポ

五
面（
世
界
面
）

中
国
へ
行
こ
う
！

原
点
？

六
面（
教
養
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
）

世
紀
末
天
気
予
報

勉
強
嫌
い
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い（
小
中
学
生
だ
っ
た
頃
を
振
り
返

る
と
、
友
人
の
大
半
が
勉
強
嫌
い
で
あ
っ
た
。
私
だ
け
で

よ

な
く
誰
だ
っ
て
似
た
り
寄
っ
た
り
の
記
憶
が
あ
る
は
ず

そ
な

だ
）。
せ
っ
か
く
備
わ
っ
て
い
る
脳
み
そ
を
使
わ
ず
に
生

き
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
実
際
、
頭
を
使
っ
た
ほ
う
が

い

い
い
、
と
い
う
考
え
方
に
異
を
唱
え
る
者
は
多
く
は
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
た
ち
の
勉
強
嫌
い
は
な
か

な
か
の
も
の
で
あ
る
、
同
じ
頭
を
使
う
の
で
も
ク
イ
ズ
や

い
と

ゲ
ー
ム
な
ら
厭
わ
な
い
の
に
。
何
が
彼
ら
を
勉
強
嫌
い
に

さ
せ
る
の
か
。

す
で

さ
て
、
こ
こ
で
既
に
学
生
生
活
を
卒
業
し
て
し
ま
っ

は

た
人
々
に
問
い
た
い
。
果
た
し
て
、
今
で
も
あ
な
た
は
勉

と
う
け
い

強
が
嫌
い
だ
ろ
う
か
。
統
計
を
取
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
正
確
な
数
字
な
ど
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

あ

も
と

の

こ
か
ら
は
、
飽
く
ま
で
も
経
験
と
直
感
に
基
づ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
な
る
が
、
か
つ
て
の
勉
強
嫌
い
の
う
ち
の
何
割

ち
が

か
は
勉
強
が
嫌
い
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

む
し寧

ろ
、
勉
強
好
き
に
な
っ
て
い
る
人
々
さ
え
い
る
は
ず

か
よ
う

も
た
ら
し

だ
。
ど
う
だ
ろ
う
か
。
何
が
斯
様
な
変
化
を

齎

し
た
の

こ
う
か
い

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
勉
強
し
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る

よ
う
な
場
面
に
出
合
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

せ
ま

は
、
仕
事
上
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
勉
強
し
て
い
る
う
ち

お
も
し
ろ

に
、
勉
強
の
面
白
み
に
気
づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
理

さ
ま
ざ
ま

よ
う
い
ん

由
は
様
々
に
想
像
で
き
る
が
、
一
番
大
き
な
要
因
は
、
勉

し

強
を
強
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
わ

オ
ー
ト
バ
イ
が
壊
れ
て
い
る
と
き
に
は
自
転
車
で
出

し
ご
と
が
ら

か
け
る
。
仕
事
柄
、
帰
り
は
か
な
り
遅
い
こ
と
が
多
い
。

い
え

じ

ふ

え
っ
ち
ら
お
っ
ち
ら
家
路
を
急
ぎ
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。

ぜ
ん
ぽ
う

前
方
の
暗
が
り
に
人
が
立
っ
て
い
る
な
あ
、
と
思
っ
て
近

け
い
さ
つ
か
ん

づ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
い
る
の
は
警
察
官
だ
っ
た
。
そ

け
い
け
ん

ん
な
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
は
い
、
ち
ょ
っ
と
止
ま

ふ
さ

り
な
さ
い
」と
行
く
手
を
塞
が
れ
た
経
験
は
な
い
だ
ろ
う

と
う
ろ
く
ば
ん
ご
う

か
。
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
と
、
自
転
車
の
登
録
番
号

し
ょ
う
か
い

を
照
会
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
そ
う

め
い
れ
い
く
ち
ょ
う

い
う
こ
と
か
。
命
令
口
調
で
呼
び
止
め
て
、
な
お
か
つ
、

せ
っ
と
う
は
ん

私
を
自
転
車
窃
盗
犯
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
わ
け

に
ん

む

ち
ゅ
う
じ
つ

だ
。
彼
ら
は
任
務
に
忠
実
な
だ
け
だ
し
、
そ
の
お
か
げ

ち

あ
ん

て
い
ひ
ょ
う

え

で
日
本
は
治
安
の
良
い
国
だ
と
い
う
定
評
を
得
て
い
る

た
い
お
う

ゆ
か
い

に
せ
よ
、
こ
ん
な
対
応
が
愉
快
な
は
ず
は
な
い
。
何
と
な

し
ん
ら
い

く
疑
わ
れ
て
い
る（
少
な
く
と
も
信
頼
さ
れ
て
は
い
な
い
）

き

ぶ
ん

よ
う
な
気
分
に
な
る
の
で
あ
る
。

試
験
が
近
づ
い
て
き
た
か
ら
勉
強
し
な
い
と
な
、
と

や
さ
き

思
っ
た
矢
先
に「
あ
ん
た
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
る
の
！
」

こ
う
げ
き

い
っ
き

な
ど
と
い
う
母
親
か
ら
の
攻
撃
に
合
う
。
一
気
に
や
る
気

さ
は
ん
じ

が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
こ
ん
な
話
は
日
常
茶
飯
事
。

試
験
前
一
週
間
の
家
庭
学
習
の
予
定
表
を
書
い
て
提
出
し

ろ
、
な
ど
と
い
う
命
令
が
学
校
か
ら
出
た
り
も
す
る
。

「
試
験
前
に
予
定
表
書
く
の
に
時
間
使
う
な
ん
て
お
か
し

い
よ
。
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い
じ
ゃ
ん
」と
い
う
声
を
聞

受
験
は
終
わ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

君
た
ち
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
君
た

ち
は
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ひ

よ
っ
子
、
ひ
よ
娘
だ
。
さ
あ
、
今
、

何
が
や
り
た
い
か
言
っ
て
み
ろ
。

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
や
つ
は
頑

張
れ
。
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
や
つ

は
歩
け
。
前
を
見
て
歩
け
。

受
験
は
終
わ
っ
た

ゴ
ー
ル
は
ど
こ
だ
？

か
ら
す
新
聞
は
学
習
塾
カ
ラ
ー
ズ

が
母
体
と
な
っ
て
、
世

界
に
文
化
と
芸
術
を
発

信
す
べ
く
発
行
し
て
い

る
新
聞
で
す
。

誰
で
も
自
由
に
参
加

で
き
ま
す（
無
茶
じ
ゃ

な
い
範
囲
で
）。
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松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン松本と話そう。ピン、ポン、パン

ぼくたちは明日生まれる
0 3 - 3 2 2 0 - 4 6 7 9

http://www.go-zeta.com/

今日は10代の人達にビートルズの話をしよう。

仕事柄、君ら10代の連中と毎日のように会っているが、こっちがビー

トルズやジョン・レノンの話を振るととても反応がいい。「ビートルズっ

て、ジョン・レノンとポール・マッカートニーと、あと何だっけリンゴ

なんとかって人と…あと誰だっけ?」「どのアルバムがいいんですか。何か

お薦めを」「えっ、イエスタデイってジョンが作ったんじゃないんです

か。」「イマジンってビートルズじゃないんですか。」「何でジョン・レノ

ンは殺されたんですか。」「オノ・ヨーコって日本人なんでしょ。」

「Loveって歌、最高ですね。」

世代的にはかけ離れているのに10代のハートをかなりつかんでいる。

それを示しているのをもう１つ。ロッキン・オンという洋楽雑誌（何と今

や洋楽系の中で発行部数１位なんだと。俺が中高生のときはまだ怪しい

マニアックなもんだったんだよ。）のバンドメンバー募集欄に出ている告

知文の中に「好きなバンドはビートルズや○○や××…」なんてよく見

る。年齢を見ると10代�20代前半だったりする。

ちなみに俺が10代の時、「ビートルズが好き」なんてとても言いにくい

雰囲気があった。イギリス産では、ニューウェイブ系（こういうジャンル

があったんだよ）で、なるべく人が知らない様なマニアなバンドをたくさ

ん知っていて、それが好きだというのがクールだった。（今、思うとかな

り格好悪いよね。）本当の話、クラスにいた、城南町という田舎町出身の

松田君は休み時間に人にバレないようにまるで英単語を覚えるかのよう

に「ブルー・ロンド・ア・ラ・ターク」って何度も紙に書きなぐっていた

のを俺に目撃された。

まあ、そういう中で、超メジャー級の「ビートルズ」を好きだなどと宣

言することは、男でブラバンに入ってて野暮な奴と同じような地位に落

ちるようなものだった。

今の君ら10代は、全然、肩に力入ってない。洋楽だろうが、邦楽だろ

うが、古かろうが新しかろうが何ら偏見なく素直に感じているように思

える。だからなんだろうね、音として出てくるものもそういう垣根を

取っ払った洋・邦・古・新素直に融けたようなものだったりする。宇多

田ヒカルなんか、絶対に俺の世代では出なかったと思うよ。（ちなみに、

藤圭子の娘なんだってな。君ら知ってる？）

ビートルズは1960年代のバンドだけども、元メンバーは死んでいた

り、おやじだったりするけども、学校の教科書にも出てきたりもするけ

ども、関係ない。奴らのエネルギーやら、オーラやら、フェロモンや

ら、ちゃんとキャッχされている。

え、何？　じゃあ俺はいつビートルズを好きになったっかって？

浪人中。18才のとき。何かでピリピリしてた。適当にテレビの音が部

屋には流れていた。そのとき心の中にフワッとテレビからのメロディと

声が入り込んできて体内の全細胞を覚醒させると同時に麻痺させた。

“Words are flowing out like endless rain into a paper cup ...”。それはビートル

ズの「 Across the Universe 」という曲だった。（詞・曲ともジョンの作品）

それからというもの、徐々に彼らのアルバムを一枚、一枚、大切に買っ

ていった。（周りに大声では言わず。）そして、今や、この有り様。

もちろん、その時以来、いろんなミュージシャンを聴き好きになっ

た。けども、いつの間にかビートルズは特別なものになっていた。い

や、特別と言ってはダメだ。毎日、吸う空気や、飲む水のようなもの。

全くもって日常生活で当たり前に存在するもののようになってしまっ

た。いや、でもだからこそ、やっぱ特別だ。なきゃ、死ぬんだから。

なんでこんななったか。それは肝心なとき、きっついとき、いつも周

りに鳴っていたのは不思議とジョンの声とメロディだったから。一例を

恥ずかしいが告白しよう。青かった頃、急に右も左も上も下も見失った

とき、独り夕方の砧公園で聴いていたのは「In My Life」（詞・曲ともジョ

ン、途中、サビのメロディは、ポールが手屯っている、間奏のピアノ・

ソロは、彼らのプロデューサーだったジョージ・マーティン）。精神のバ

ンド・エイドになってくれたね。

多分、64才になった時もビートルズが鳴ってるだろうな。

自分の想いや、それにまつわる話はこれまでにして、彼ら自体の話を

しよう。

メンバーは、ジョン・レノン（G・Vo）、ポール・マッカートニー

（B・Vo）、ジョージ・ハリスン（G・Vo）、リンゴ・スター（D・Vo）。全

員、英国のリバプール生まれ。

1957年、ジョンのバンド、「クオリーメン」にポールを誘い、加入。

（ジョンは16才、ポール15才のとき）　のち、ジョージがまるでストー

カーのようにバンドに付いて回るようになり根負けしたのと、私生活で

色々使えるという理由で加入が認められた。（そのときジョン17才、ポー

ルはまだ15才、ジョージは14才）　リンゴの加入はまだずっと後でのこと

だった。

時は経ち1962年、あらゆる面でタフになった彼らはすでに改名してい

た「ビートルズ」というバンド名で、シングル「Love Me Do」でデビュー!!

　リンゴの加入はその直前のこと。「Love Me Do」の録音には間に合わず

そこではリンゴはドラムを演っていない。

（次号につづく）

ダ
ジ
ャ
レ
イ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

お
題
　
ひ
な
祭
り
・
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

ひ
な
祭
り
に
ひ
ま
な
釣
？（
た
く
）

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
服
装
は
ホ
ワ
イ
ト

で
？（
た
く
）

ホ
ワ
イ
ト
ゥ
デ
イ
？（
し
ゃ
ち
お
）
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Rei's Gallerly

陽
春

佐
藤
良
示

さ
ざ
な
み

瀬
戸
の
漣
を
背
に
う
け
て

昇
り
つ
め
る
の
は
、
麦
の
階
段

み
な
も

は
し

水
面
を
奔
る
陽
の
光
り

視
線
は
、
定
ま
ら
ず

徘
徊
す
る
は
、
我
が
思
い

陽
春
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

ス
ケ
ッ
チ
色
の
ウ
イ
ス
キ
ー
に

レ
プ
リ
カ
の
氷
を
注
げ
ば

踊
る
…
踊
る
化
粧
し
た
る

騎
馬
連
隊
…
…
…

現
在
の
メ
モ
ワ
ー
ル

過
去
か
ら
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

未
来
の
レ
エ
ゾ
ン
・
デ
エ
ト
ル

ば
く
え
ん
な
り
し
大
空
よ
り

舞
い
降
り
た
る
一
枚
の
障
子

沈
む
陽
の
光
り
を
浴
び
て

映
り
し
は
、
人
間
の
影

の
ぶ
さ
き

延
先
に
て
穴
を
開
け
て

ど
う
も
く

内
側
を
瞠
目
す
れ
ば

年
老
い
た
白
髪
の
男
性

陰
影
を
帯
び
て
佇
む

刹
那
な
る
空
白
と

流
れ
る
時
間
の
経
過
後

脳
裡
を
横
切
っ
た
幻
影

そ其
れ
は
、
幾
年
後
の
我
が
姿
な
り
。

忘
却

若
尾
喜
重

怒
り
で
さ
え
、
月
日
の
忘
却
に
は
勝
て
な
い

こ
と
を
、
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
。

日
常
生
活
は
、
わ
た
し
の
意
志
に
反
し
て
、
春

の
陽
光
の
よ
う
に
、
も
の
忘
れ
で
、
無
関
心
だ
。

想
い
だ
し
て
ほ
し
い
。

か
っ
て
、
あ
ん
な
に
も
し
っ
か
り
と
手
と
手
を

重
ね
た
男
の
感
性
も
女
の
理
想
に
は
勝
て
な
か

っ
た
こ
と
を
。

若
く
あ
る
日
、
輝
い
て
い
た
女
達
よ
。

妻
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
真
実
を
曲
げ
て

ま
で
も
、
天
に
同
化
す
る
こ
と
の
美
し
さ
と
は

な
ん
な
の
か
。

と
き
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
感
受
性
が
、
わ
た

し
の
人
生
を
邪
魔
し
て
い
る
と
思
う
と
き
、
わ

た
し
の
孤
独
は
、
い
っ
そ
う
つ
の
る
の
だ
。
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ヤンヒポの日本的日本人
さて今回もまたまた、編集者を悩ます話題に取り組んで行こう。その

うち、連載が中止になるかもしれない危険をふくみつつ、、、。

時は米国から戻って一週間ぐらいたった頃、2月半ばから開催された

イベントの準備に追われているなか急用が有り車の脇に寄せて携帯で電

話をしていた。時間は午後4時半ぐらい確か金曜日だったと思う。すると

一台の国家権力から派遣された車が自分の前に止まり、なかから新旧取

り混ぜた職員が3人飛び出して来た。ヤンヒポは電話をしながらも気がつ

いていたのだが、そんな事はおくびにも出さず一心に業務連絡を続けて

いた。その間、例の3人組はヤンヒポ車の前後と運転席のすぐ横に陣取り

捕獲体制に入る。因に現場は靖国通り下り車線、新宿2丁目路上だ。ヤン

ヒポの業務連絡終了までじっと耐えている3人組の中の最年長者が運転席

の横でニコヤカにたたずんでいる。そして電話終了の瞬間、間髪入れず

に「お忙しい所申し訳ありませんが、免許書拝見」とこれもまたニコヤカ

に発声している。当然、やましい事が無く、頼まれたら嫌と言えないヤ

ンヒポは気持ち良く運転免許証とパスポートを提示した。何を隠そう現

在ヤンヒポはアメリカ合衆国発行の国際免許を行使している。日本国発

行の免許証は故有って所持していないのだ。その国際免許を見た年配の

男性はいかにも見慣れた素振りで国際免許とパスポートを見比べてい

る。ま、こちらも全て正式な手続きを経て運転する権利を行使している

ので全く問題は無い。しかし、3人組の意図はそんな所に有った訳では無

かった。一連の免許証確認の後、年配の男性はヤンヒポに向かって「この

辺りがどういう所かご存知ですか」と訪ねる。ヤンヒポの中で新宿2丁目

というと、出生時の性別を後天的、意図的に変更した方々が多く日々の

糧の為に労働力を提供している町との認識があった。そんな解答を年配

の男性すると、その男性は「良くご存知ですねぇ、でもそれだけじゃ無い

んですよ。」と付け加える。そこでヤンヒポは気がついたのだ。成程、自

分は法律上非合法な薬物を売買する方々の販売を担う人間だと思われた

のだ。確かにヤンヒポの頭髪は金色に発色しているし大体年齢に於ても

実際の歳よりは若く見られがちだ。大手のサラリーマンにはなかなか見

てもらえない。その辺の経緯を理解したヤンヒポは時間的にも余裕が

有ったので気持ち良く協力する事にした。その後の手順としては、車か

ら降り後ろへ周り3人組の中の一人がヤンヒポに密着マークする。他の2

人が車の中を徹底的にひっくり返す。当初3人組は確信していたようだ。

「こいつは黒だ」と。しかしヤンヒポとしては何もやましい所が無いので

普通にしていたのだった。しかし、調べると一言で言ってもその方法は

生半可では無い。基本的に有りとあらゆる部分を調べる、室内とトラン

クを。当然ポケットの中身の提示も要求されはしたが、、、、。何度も

言うがヤンヒポはやましい所が無いので全く平然としていた。もし次の

予定が有って急いでいる時なら文句の一つも言う所なのだろうがそんな

気は起こらなかった。結局、道端で30分ぐらい調べていただろうか。そ

の間ヤンヒポはマーカーと屈託の無い会話を楽しんでいた。

しばらくそんな時が過ぎて行き調べに当たっていた一人がパソコン

バッグに入っていたアメリカ土産のちょっと変わった物を見て問題提起

をしてきた。それは、日本国内でも売られているものではあるが携帯し

ているといけない物だったらしい。それは暴漢などに襲撃された際、電

気ショックを持って防衛するタバコケースより少し大きめなツールだ。

アメリカでは護身用として一般的な品物であまり珍しい物では無い。し

かし日本国内の法規では持ち歩くといけないようだ。3人組としては目的

の物が見つからないのでそちらを問題にすることにしたようだ。結局、

近くの本部まで同行して詳しく事情を説明することになった。ヤンヒポ

はその時の3人のホッとした表情を見逃す事は無かった。

本部までの道中は先導車の後に続いて自分で運転して行くのだが、当

然隣には3人組の内の1人が同乗している。だいたい10分ぐらいの道中

だったが、また異例な同乗者と話が弾んでしまった。その後、彼はヤン

ヒポの事を「社長！社長！」と呼ぶようになる。

本部に到着すると裏側の駐車場へ案内されて、再度徹底的に調べ始め

た。今回は道端と違い派手に調べが可能のようだった。まだあきらめて

いないのだ。その内、建物内から何人もの人間が出てきて人だかりがで

きる。ヤンヒポは話題の中心にいるのだ。少し鼻が高い。その中でも一

番、位の高そうな人間が例の同乗者から事情を聞いている。するとアメ

リカ帰りという部分に反応を見せていた。そして調べが終わり結局目的

を果たせなかった彼らは、電気ショックツールの入っていた場所のポラ

ロイド写真を撮ることにしたようだ。その中にはヤンヒポがツールの

入っていた場所を指差してにっこり微笑んでいる写真も含まれている。

一連の屋外での作業が終了すると建物の中に案内されテレビ番組で良

く出てくる例の一室に通された。目の前には例のツールが置かれ新顔の

担当者がマーカーになっていた。その彼も妙に愛想が良く、わざわざ灰

皿を持って来てくれてタバコを進めてくれる。その間、部屋の外ではど

ういう処遇にするかを検討していたようだ。時折、初顔合わせの人間が

入って来てはアメリカの生活について質問してくる。だれしもアメリカ

生活には興味が有るらしい。中には、アメリカの町を歩く時は常時武器

を所持していないと全く外出も出来ないと思っている人間もいた。結

局、ヤンヒポの処遇としては日米の生活習慣の違いという点と近々アメ

リカへ帰るという点が考慮され、お咎め無しという事になった。しかし

彼らのシステム上そのまま帰る訳にもいかず、日本国内では持って歩か

ないという確約を一筆入れた。当然の事ながら問題になったツールも返

却してもらった事は言うまでも無い。全ての手続きが終了して駐車場か

ら車を出して公道へ出ていく際、最初の3人組が見送りに出てきてくれ

た。そして口々に「迷惑をけて申し訳なかったね」と謝辞を述べていた。

当然、ヤンヒポは人が良いので返答は「とんでも無いです、こちらこそ大

変お手数をおかけしました」と気持ち良く挨拶をかわしたのだった。

今回の一件で重要なポイントは全ての人間が幸せに終わった事だろ

う。最初の3人組の顔もたったし、自分も時間は失ったが大した被害も無

く、物質的な損失も無かった。登場人物全てがある程度満足できる結果

に終わったのだ。人間、万事このような結果に終わると幸せを享受でき

るのに。ただ、よーく考えると一番得をしたのはヤンヒポかもしれな

い、、、、、、、、、。

5-12-3 Asagaya-Kita, Suginami-ku, Tokyo,
Telephone & Facsimile: 81-3-3223-0456;

e-mail: geta-s@t3.rim.or.jp
篠崎健一アトリエ

Ken-ichi Shinozaki, architect

中山歯科クリニック中山歯科クリニック中山歯科クリニック中山歯科クリニック中山歯科クリニック

診療時間 ............AM9:00～PM9:00

水曜・土曜 ........AM9:00～PM6:00

休診 ..................日 ・ 祭 日

03-3381-1109
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ている。どうやら足が不自由であるらしい。

「相部屋だと安くなるよ。どう？一緒に」

そう彼は英語で話しかけてきた。なるほど。O.K.。それ乗った。

　彼はアイルランド人だった。英語教師の職を求めてこの地にやってき

たのだという。その夜、互いに自己紹介などして、ひとしきりとりとめ

のない話で盛り上がった。彼は東洋に強い憧れを持っていると言った。

「僕、日本人の男って、大好きなんだ」

10年ぐらい前だろうか。当時イギリスにいた僕は、誘われては

良くパーティーに出かけていた。その日は友だちのアパートに、

約20人ほどの男女が集まった。ふと気がつくと、部屋の隅っこの

方でべったりと仲良さそうにしている男が二人。彼らはカップル

だった。ジョンとポール。え？それ本名？冗談みてえなコンビだ

な、お前たち。何はともあれお近付きになって、話は絵やら音楽

やらの方に行っている。

Do you like Leonardo da Vinci ?

「レオナルド・ダ・ヴィンチは好き？」

古来、数多くの偉大な芸術家が同性愛者であったといわれる。

ここは彼らに敬意を表して、そのうちの一人といわれる人物の名

を挙げてみてはどうだろうか。

"Do you like* The Beatles?" （「ビートルズは好き？」）そう訊いて

みた。すると、みるみる二人の顔色が紅潮した。わかりやすいな

あ、白人は。

「ジョンとポールだからってビートルズと決め付けるな。大体発

想が貧困なんだ。頭が固いんだ。俺たちを見てホモセクシュアル

だからって差別してるんだろ！」

あらららら、何だか遠いところへ行っちゃってるぞ。自由、人

権、そして偏見と抑圧。なるほど、君たちが大変なのはわかっ

た。でも、そんなふうにしてたらますます自分の首を締めちゃう

んじゃないのか。

「ブルース・リー。大ファンなんだ」

そう言ってアイリッシュの彼は両手を振り上げて、カンフーの真似を

してみせた。

（つづく）

* The Beatles については、『松本と話そう。ピン、ポン、パン』を参照

のこと。

原点シミュレーションその四

（イタリア・スペイン編）

　まだまだ続く原点表現の旅。今回は、昔のことを思い出してしまった

おかげでいくらか脱線気味だが、大目に見ていただきたい。（望月）

僕はひょんなことから知りあったイタリア人青年、アントニオに誘わ

れるまま、彼の家へと上がり込んでしまっていた。ひょんなこととは、

ローマの中華料理屋のおんぼろテレビでやっていたテレビアニメの原作

者を教えてやった、ただそれだけのこと。「キューティーハニー」は永井

豪の作品だ。

アントニオ、お母さん、お姉さん、そしてお父さんが、息を飲んでこ

ちらのリアクションを待っている。俺の口のなかには、ちょっとロバー

ト・デ・ニーロ似のハンサムなお父さん御手製のスパゲッティ・カルボ

ナーラ。

ブオノ（buono）

これはイタリア語の 'good'。もちろん「うまい」の意味で使って良い。

そんなイタリア語は知らない。英語は禁じ手。日本語？いや ... 。そ
かす

んなことが一瞬頭を掠めているうちに、僕はただ何度もうなづいてい

た。あとは飲めや歌えやの無礼講ということになった。

スペインへ行ったらホセのところを訪ねてみろ。そうアントニオにし

つこく言われてやって来たのは、セビリヤという街。渡された電話番号

を取り出そうとポケットに手を突っ込んだところに、見知らぬあんちゃ

んが声を掛けてくる。

"Hello! Are you looking for a hotel?"

またしても英語。なぜ英語なのか。あんたスペイン人だろう。スペイ

ン語はどうした ... 。

何年か前のこと。僕にはドイツ人の女の子とつきあってるスペ

イン人の友人がいた。この二人、僕の目の前で良く喧嘩をする。

今日の議題は闘牛。

「クルチュール！（スペイン訛り）＝culture! ＝文化だ！」

「アビューズ！（発音記号どおり）＝ abuse! ＝虐待よ！」

延々とそんなふうにやってる。そんなのどうしたって収拾のつ

くわけないのである。お前らどうでもいいから外でやれ。揚げ句

の果てに、

「お前はどう思う？」「あなたはどう？」

You just like arguing, do you?

「あんたら議論したいだけなんだろ」　他人の話を聞きそうにな

い人たちには、自分の意見を述べる前に、まずこう言っておこ

う。

"Well..., in a sense, you know, culture is abuse!" （「そうだなあ... あ

る意味で、いいかい、文化とは虐待だ！」）

「芸術は爆発だ！」とか、そういう軽い乗りだった。他意はな

かった。怒られた。そもそも Well も  In a sense も  you know も、

みんないらないのである。特に  in a sense （ある意味で）は悪質。

後でどんな「意味」なのか説明するつもりならいいが、どうせそん

なのないんでしょ。やめた方がいい。
みじん

確かに彼らの議論は終始空転し続けていたが、微塵の疑いも持
しつよう

たず、闘牛に執拗なまでにこだわるスペイン人の姿には、力強い

迫力を感じた。

ちょっとまてよ。でも、スペイン語で何か言われてもわからねえか。

彼は彼で商売なんだし ... 。とにかくホテルの勧誘らしい。一瞬熱くなっ
かたわ

てしまって始めは目に入らなかったが、傍らには一人の白人青年が立っ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国へ行こう！
中国の交通機関について

少し遠出をしたいと思うならば、電車やバスなどの運送機関を利用

することが考えられます。

公共バスについてですが、北京の場合、2両連結になっているのが一

般的で、料金は五角（約9円）です。バスは常に混んでいて、（日本のラッ

シュ時のよう・・・。）ほとんど身動きがとれません。（このとき、中国

人の人の多さを改めて実感しました）中国人は、乗り物に乗り込むのに

必死になります。たとえ押し合いになってでも入ろうとするし、横入り

も平気でやります。（向こうではそれが日常茶飯事だそうです。）

欧米に比べると、治安がよいといわれている中国ですが、最近スリ

が多くなっているそうです。スリをする為にバスに乗る人もいるほどで

す。特にバスに乗るときは、引率の中国人の先生に、荷物を前に抱えて

持つように言われました。

中国出身のこの先生でさえも、荷物を前に抱えていました。‘外国

人’である我々がもっと気をつけなければならないのは言うまでもあり

ません。

中井 裕子
第5回
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た
ら「
二
セ
ン
チ
も

ぐ

あ
い

あ
る
の
か
よ
」、
そ
ん
な
具
合
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。
お
い

し
そ
う
に
見
え
れ
ば
、
さ
っ
さ
と
飲
め
る
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
嫌
だ
な
あ
飲
み
た
く
な
い
な
あ

し
ば

ち
ゅ
う
ち
ょ

ほ

と
暫
し
躊
躇
し
て
か
ら
い
や
い
や
飲
み
干
す
こ
と
に
な

ろ
う
。

同
じ
こ
と
に
取
り
組
む
に
し
て
も
、
そ
の
と
き
の

せ
い
し
ん
じ
ょ
う
た
い

お
う

か

て
い

精
神
状
態
に
応
じ
て
、
過
程
の
時
間
が
変
化
す
る
ば
か

け
っ
か

さ

し
ょ
う

り
で
な
く
、
結
果
に
も
差
が
生
じ
る
だ
ろ
う（
例
え
ば
、

お
ぼ

れ
き
し

好
き
な
こ
と
な
ら
覚
え
ら
れ
る
の
に
歴
史
の
年
号
だ
と
か

だ
め

ら
っ
き
し
駄
目
だ
、
な
ど
な
ど
と
）。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取

し
か
た

ち
が

り
組
む
の
と
仕
方
な
い
か
ら
や
る
の
と
で
は
大
き
な
違
い

い
し
き

が
あ
る
。
た
っ
た
ひ
と
つ
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
意
識
し
て

い
て
く
れ
れ
ば
…
。

彼（
彼
女
）た
ち
の
受
験
生
活
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ
ろ

ほ
う
こ
く

う
な
、
次
々
に
受
験
結
果
の
報
告
の
電
話
を
受
け
な
が
ら

そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
。
受
験
が
終
わ
っ
た
今
、
ま
だ
勉

強
は
嫌
い
か
い
？

（
全
太
）

      天気予報なるものが存在する第一の条件は、天気が変化することで

あろう。そういう意味で言うと、日本は天気予報の必要性が高い国であ

ると言える。事実、天気予報のない一般的な新聞、テレビ、ラジオなど

存在しない。

そしてまた、この気象の変化は私達の暮らしを豊かにも過酷にもし、

なおかつこの様な気象条件を持つ国が世界的に観ても数多く存在しない

ことも、事実だ。恵まれた気候であるかは別として、四季があり、台風

だってやって来る。

話は変わる。気象衛星の登場で、天気予報はがらり一変した。今世紀

の話だ。二十一世紀にはどんな秘密兵器が登場し、百年後の天気予報が

どんなものなのか、想像も出来ない。人の暮らしぶりはどーなっている

世紀末天気予報　　新井雄一
のか、私は墓の下で確かめる術はないが、四季に準じて生きていること

は、今と変わらないのではないか。なぜなら、世の中がどんなに変わろ

うとも、百年や二百年で日本が熱帯や砂漠やツンドラになるとは考えに

くく、季節を無視して生きるなんて難しいし詰まらないと思うからだ。

真夏だっŒ艫Uウスに行けばスキーは出来るが、新雪パウダーを夢見て冬

の到来を心待ちにしないスキーヤーはいないだろうし、今となっては一

年中食べられる秋刀魚にしても、秋のものはひと味違う。日本人の遊び

心は、季節の変化を無視できないはずだ。年中、台風や大雪だったら、

ちっとも面白くなんかない。たまにだからワクワクしたりもする。

住む国は、ある程度選択することが出来るのに対して、何処で生まれ

るかは選択出来ないことを考えると、四季のある国に生まれたことは、

とりあえず私にとって幸運だったと言える。なぜなら、熱帯の島に生ま

れた人は、もう少し涼しい亜熱帯に移住する事はあっても、寒帯や亜寒

帯に憧れ移り住むわけはないだろうし、カナダ東部極北のイヌイット

は、モントリオールに下ってアル中になることはあっても、サントドミ

ンゴでアル中になることはない。それなりに暑い夏と、それなりに寒い

冬を私達は経験することができる。その後何処に住もうが個人の自由

だ。私は今のところ日本から出るつもりはない。生まれてこの方、東京

以外で暮らしたことのない私にとっては、南の島も北の大地もそれなり

に魅力的だし行ってみたくはあるが、そこで私が暮らすということは、

アル中性廃人化を意味する、と私のＤＮAは言っている。

　遊び心は生活習慣や食生活だけでなく、言葉にも多く見られる。数あ

る日本語の一部しか使いこなせない私のボキャ貧ぶりはさておき、以下

は、私の好きな気象用語春編。

春一番 ご存じの様に、春を告げる南西の疾風。元は、この風に

煽られて漁船が転覆し、乗組員５３人全員が死亡すると

いう事故以来、漁師達が言い出した言葉。語感からは想

像もできない謂われが、この言葉の裏にはあったのだ。

The first gale blowing in spring.

花冷え 桜の咲く頃、冬に戻ったように寒くなって冷え込むこ

と。洒落てるじゃないですか。品もよろしい。

こう寒くちゃ花どころじゃないね、まったく。へぇっく

しょん、ずずっ。花冷えで、鼻水（花見ず）。寒いっ。

天気雨 晴れと言わないで、天気にしたのがみそ。気違い雨もな

かなか。

へぇー、こんな良い天気に雨だよ。春にどーにかなっち

まうのは、人間だけじゃないんだねぇー。まっ、原稿も

終わったことだし、気違い水でものみにいくか。誰だ、

気違いに刃物なんて言っているのはっ。　　　　　

All We Need Is Love


